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「本日サービスデー」

朱川湊人（著）／光文社
テーマは「人生全肯
定」。人にはそれぞれ
に１日だけ、すべての

願いが叶う日がある。それがサービ
スデー。本来は知ることのないその
日を思いがけず知ったら、あなたな
ら、何をする？　　　【中央・韮山】

「蘭陽きらら舞」
高橋克彦（著）／文藝春秋

｢思い出探偵｣

鏑木蓮（著）

ＰＨＰ研究所
人生は思い出の積み
重ね。小さなガラス

瓶、古いお守り袋、折り鶴…わずか
な手がかりから「思い出探偵社」の
仕事は始まる。乱歩賞作家によるハ
ートフルストーリー。【中央・韮山】

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

毎週月曜日休館
おはなし会 ５月９日（土）１１：００～
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

毎週月曜日休館
おはなし会 ５月２１日（木）１４：３０～
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

毎週水曜日休館　
＊５月２５日（月）午前は臨時休館。
１３：００から開館します。

おはなし会 ５月９日（土）、２３日（土）
いずれも１４：００～

女と見紛
みまが

う美貌だが、役者仕込み
の俊敏さで荒事もこなす蘭陽が、
春朗（後の葛飾北斎）とともに江戸
の怪事件に挑む。人情話から幽霊
譚
たん

まで。「だましゑ」シリーズ第４
弾。【長岡】

＊【 】内は所蔵館名

＊おはなし会は赤ちゃん～小学校
低学年くらいまでが対象（事前申し
込み不要）。＊毎月最終金曜日・祝
日・年末・年始などは３館共通の休
館日です。詳しくは、月のカレン
ダー・図書館ホームページなどを
ご覧ください。

「パパママムスメの１０日間｣
五十嵐貴久（著）
朝日新聞出版

列車事故でパパと娘
の小梅の心が入れ替

わり、無事もとにもどってから２年。
落雷に遭い再び悪夢が！しかも今回
はパパ→ママ、ママ→小梅、小梅→
パパに！！　　　　　【韮山・長岡】

中央図書館では『こどもの読書
週間』に合わせ、５月１０日（日）
まで、絵本画家の絵はがきを展示
しています。小さな絵はがきです
が、かわいくて楽しい絵本の世界
が伝わり、思わず笑顔になります。
絵本はステキ！！

（図書館司書　中山）

スタッフより

「読み聞かせをしてみたいけど、どうやって読めばいいの？」と思
っている人、ぜひご参加ください。読み聞かせの基本、本の選び方、
実演するときの心構えなど、楽しく学ぶことができます。幼稚園や
小学校で読み聞かせをするお母さんにもお勧めです。

と　き ６月２４日（水）、７月１日（水）、８日（水）
１０：００～１２：００

ところ 中央図書館　２階視聴覚室
講　師 上原佐惠子氏
対　象 読み聞かせに興味のある初心者で

３回出席できる人
参加費 無料　／　定　員 ２０人
申込み ５月１２日（火）～２８日（木）の間に中央図書館カウンターま

たは電話でお申し込みください。

はじめての人のための読み聞かせ講座
今年もやります！好評講座 先月号のおたよりで「図書館にまつわ

る思い出」を募集したところ、多くのご
意見をいただきました。ここでは、その
一部を紹介します。

なにげない本に出会い、その作者のシ
リーズ物を読みたくなるというパター
ンに何度も陥り、他の本屋やインター
ネットなどで買ってしまいます。

図書館を利用し始めたのは高校生から。
学生時代は特にお世話になりました。
インターネットが充実しているなか、
書棚に並ぶ本を１冊ずつ開いていく楽
しみが忘れられません。

学生時代には、テスト勉強や宿題など、
図書館にはお世話になりました。
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と　き　平成２２年３月２日（火）まで
９：００～１６：３０
（毎週水曜日・年末年始は休館）

ところ 韮山郷土史料館（江川邸となり）
入場料　大人２００円

（団体割引１６０円）
小・中学生１００円
（団体割引８０円）
＊団体は２０人以上
＊お得な江川邸との
共通券もあります。

問合せ 韮山郷土史料館
電話０５５‐９４９‐４１２７

韮山郷土史料館
「坦庵」企画展開催中！

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その４９

「
名
代
官
」、「
幕
末
の
先
覚
者
」、

「
世
直
し
大
明
神
」
な
ど
で
知
ら

れ
る
、
江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍

た
ろ
う
ざ
え
も
ん
ひ
で
た
つ

（
坦
庵

た
ん
な
ん

）。

伊
豆
の
国
市
で
は
、
今
年
秋
に

開
催
さ
れ
る
『
第
二
十
四
回
国
民

文
化
祭
・
し
ず
お
か
２
０
０
９
in

伊
豆
の
国
』
で
、
江
川
坦
庵
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

韮
山
郷
土
史
料
館
で
も
、
国
民

文
化
祭
歴
史
部
門
の
関
連
企
画
展

と
し
て
、『
坦
庵
〜
江
川
太
郎
左

衛
門
英
龍
の
実
像
〜
』
展
を
約
一

年
間
に
わ
た
り
開
催
中
で
す
。

こ
の
企
画
展
で
は
、『
絹
本
淡

け
ん
ぽ
ん
た
ん

彩さ
い

江
川
坦
庵
自
画
像
』
や
『
富
士

山
画
賛
が
さ
ん

』
な
ど
、
い
つ
も
は
写
真

展
示
し
て
い
る
資
料
の
、
貴
重
な

『
本
物
』
を
蔵
出
し
ま
す
。
ま
た
、

七
年
間
に
わ
た
る
「
江
川
文
庫
総

合
調
査
」
で
確
認
さ
れ
た
新
た
な

古
文
書
な
ど
を
用
い
て
、
人
間
・

江
川
坦
庵
の
実
像
を
た
ど
っ
て
い

き
ま
す
。

坦
庵
の
書
画
、
手
紙
、
着
物
や

愛
用
品
な
ど
、
江
川
家
や
江
川
文

庫
に
伝
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
、
江
川
坦
庵
と
い
う

人
物
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
十
月
か
ら
の
国
民
文

化
祭
期
間
中
に
は
、
特
別
展
示
も

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
幕
府
が
鎖
国
中
だ
っ
た

嘉
永
か
え
い

二
年
（
一
八
四
九
年
）、
下

田
に
英
国
船
マ
リ
ナ
ー
号
が
来
航

し
た
際
に
、
韮
山
代
官
で
あ
る
坦

庵
が
退
帆
た
い
は
ん

交
渉
を
成
功
さ
せ
た
の

は
有
名
な
史
実
で
す
。こ
の
と
き
、

い
つ
も
は
質
素
倹
約
を
重
ん
じ
る

坦
庵
が
、
大
金
を
投
じ
て
高
級
な

錦
に
し
き
の
袴
は
か
ま
を
身
に
ま
と
い
交
渉
し

た
こ
と
で
、
英
国
人
に
政
府
高
官

と
思
わ
せ
、
交
渉
を
有
利
に
進
め

た
と
い
う
逸
話
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
逸
話
の
袴
が
、『
蜀
江
錦

し
ょ
っ
こ
う
の
に
し
き

の
小

袴
』で
、
十
月
二
十
四
日（
土
）〜

十
一
月
八
日
（
日
）
の
み
、
特
別

に
展
示
し
ま
す
。
歴
史
の
証
人
で

あ
る
『
小
袴
』、
一
見
の
価
値
あ

り
で
す
。

文
化
協
会
演
奏
部
に
よ
る
初

め
て
の
独
自
活
動
と
し
て
、
発

表
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
工
芸
部
の
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
展
も
ロ
ビ
ー
に
て

同
時
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
、
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
行
こ
う
！

演
奏
部
発
表
会

（写真上）７年間の「江
川文庫総合調査」で確
認された新たな古文書

（写真右）英国船マリナ
ー号退帆交渉で坦庵が
身につけたという『蜀

しょっ

江錦の
こうのにしき

小袴』
※国文祭開催中のみ限
定公開します。

入場者に無料配布する
企画展パンフレット

入場
無料

と　き ５月２４日（日）１０：００～１５：３０
ところ 大仁市民会館　１階大集会室
内　容 演奏部１４団体による演奏会　　　

工芸部によるパッチワーク展
問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

文化協会（大橋）電話０５５８‐７６‐２９３５


